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に
、
利

...... 

.

.

. 

.
 

ノ.

益
を
上
げ
る
こ
ミ
が
出
來
な
か0
た

,,
0
蠊
が
て
同
商
聲 

は
支
拂
を
停
北
し
な
け
れ
：ば‘な
る
^
い
€
云
ふ
曝
が
立
一 

ち
，初
ま
つ
.た
。
稍

や

遲

れ

て

有

名
«」

紫

商

M
a
l
c
h
u
s

 

會

社(

本

部

は

タ

，
ィ

ル

に

在

f

'/
a
が
、
ア
ン
チ
ォ
彳
ク 

フ
::
.エ
：ナ
ス
^
代
理
店
を
有
し
て
ゐ
:£
が
俄
然
破
：
. 

產
_

、
其
'の
フ
ィ
ネ
シ
ァ
入
の
勞
働*.
i

_
.
っ 

た
同
淑
?1
業
<
、.信
任
し
て
居
つ
^

フ
ジ-1
.ド
..マ
'ン(

，奴

笫
十
四
潘a

〇
rl:> 

雜
':
;

錄

西

§

十j§
.0

叙 識
の
境
涯
を
脫
し
て
自
由
の.段
S
爲
れ
る

.

者)

の
支
职 

人
の
私
消
が
災
1厄
0
直

，
接

：原

因

で

ぁ

つ

た

。

羅

.聪

の

大 

銀

行
0
£.
译
5 

M
a
x
i
m
u
s

 

及

び 

L
e
a
u
s

 
V
i
b
o

 

の
へ
ロ 

\

名

會

祉

％
、
此

の

Seuthes及
..

びM
a
o
h
l
;
s

の
兩
商
會
R

S 

痛

;.
0

:f
i
付
を
爲
し
て
居
る
^
云
ふ
事
實
が
直
ち
にW]
& 

各

爲

ク

た

。

預

金

者

は

,©
己

の

資

財

の

失

は

れ

ん

乙

? 

令
ま
れ
て
.、
，.
同

鈒

；
行

^

P

L

'.
1
:取
附
を
初
め
れ
。
IM
-;
L

て 

y
i
a
s
a
c
r
a

(

#

ll
«
0
F
o
r
u
r
n
^
m
¥
T
c
a
p
i
t
o
l

―

ジ
ュ 

.&
°
^
:1
の
刺
堂 

^
把
至
る
^

^
營
^
!
 ̂

w

 c
u
a
n

 
の
丘 

の
間
を
走
る
太
通
ぅ
で
、
實
に
西
紀
第.一
世
紀
の
？
ォ 

i

ル
.、

ス
ト

リ

ー

ト

で

あ

る)

、
の
事
情
^
通
じ
た
人

 々

が
更
ら
に
大
な
る
商
社
で.あ

る

？
连
5-
3

兄
弟
會
肽
も 

亦

たM
a
x
l
l
s
、
V
i
b
o

合
名W

掛
り
4
1に
な
つ
て
6
 

る
冗
稱
し
た
0
で

疑

惑

の

念
.«
.
|般
ほ
傅
播
し
た
。

.

,危
險
妃
濒
し
.た
是
等
®
:
.

1

S
'

行
- a
、

彼
れ
等
は
し
て 

若
し
*
の
手
中
：2
.存
も
允
他
0
©
:
券

を
JE
貨
に
，㈣
え
る 

，.

」

.

.？
が
姻
來
た
^
ら

被

：.猶
ほ
災
厄
を
免
れ
#
た
か
も

§濟

溜

慌

'
.
.
- 

0

0

一
 
最



第
十
四
卷
：(

5

一
二〕

:：
;

雜

錄

西

1

1十
3
年
の
經
濟
逾
慌

第
七
號

1
H六

知
れ
な
か
つ
た
の
で
め
る
が
、
.不
幸
^:
.し
て
p

e

E
îf
c
 

は
典
の
预
金
者
の
資
財
を
多
く
北
ゴ
ー
，
な
る 

族
の
貴
族
^
貨
付
け
て
，居0

た
：。；
平
靜
な
時
期
k
は
斯 

く
の
如
き
拋
資
は
顔
る
割
の
^
、
利
子
^

^
得
す
る
Z 

ど
が
出
‘來
た
の
で
あ
る
.が
、
此
の
未
開
人
民
の
'間
に
起 

つ
だ
騷
亂
は
政
府
を
し
て
負
偾
に
對
す
る
處
分
の
進
衍 

を'
F

時
停
止
す
る
め
命
令
を
f

し
：め
た
，
是
れ
S

 

め
にp

e
g

は
充
分
S「

る
：資
源
を
有
せ
ざ
る
に
至
つ
た
" 

M
a
x
l
l
s
、
V
i
b
p

合
名
は
先
づ
興
.の
大
月
を
.:|
'
し
穴
。
顶 

4
,ズ
同
じ
日
の
午
後
、
p
e
a
i
も
亦
た
同
じ
ぐ
閉
店
し
^
。
 

祓
雜
な
信
用
關
係
に
由
つ
て
他
の
幾
多
の
鈒
行
も
亦
た
‘ 

影
響
を
受
け
れ
と
一
本
^
沈
重
ガ
風
評
が
を
れ
か
ら
^
♦
れ 

ビ

然
し
漸
た
^
し
て
而
も
近
ら
^
重
大
な
る 

要

索

が

加

ら

な

か

，
つ

れ

，な

ら

：
ば

、

猶

‘ほ
恐
®
は
一
局
部 

R
.pf
t
fa
め
る
こ
と
.が
：

ti

來

7?
の
Tr
あ
_ら
>つ
1 

.

输
時
.最
も
荒
熘
し
行
き
っ
：\
,ぁ
.
つ
.
^
®
太

利

亜

の

農
 

業
を
救
誰
せ
ん
$
す
：る
結
«
な
希
望
か
_ら
、，
元
老
院
は

皇
帝T

i
b
e
r
i
u
s

の
.勅
許
.を
得
，て
、
各
元
老
院
議
員
の
財
産 

.の
三
：分

の一

を
伊
柬
利
蓝
內
の
土
地
に
投
資
f

令
を 

命
じ
允
。
.此
$
布
«

夂
«
せ
ざ
る
場
合
に
は
吿
發
ビ
重 

い
刑
罰
ビ
を
.受
ズ
る
こ
ビ
、、
定
め
ら
れ
'/
2
:。
調
盤
の
爲 

め
R

與
へ
ら
れ
た
期
間
が
'將
々
に
盡
き
ん
€
す
る
^

_
 

し
て
、
多
數
の
富
裕
な
4
元
老
院
議
員
は
彼
れ
等
が
未
. 

だ
要
求
せ
ら
れ
た
其
の
財
產
の
E

改
を
行
つ
て
居
ら
ぬ 

云
ふ
事
實
に
氣
付
い
た
。
.彼
れ
等
は
土
地
を
睛
入
す 

る
資
金
を
得
る
が
爲
に
は
自
已
：の
私
貸
付
及
び
銀
行
興 

渚
に
.對
す
る
预
金
を
囘
收
す
る
0
必
要
^
驅
ら
れ
た
。. 

(livics 

pat^vinuw 

.は 

C
U托stus 

o
m
n
i
s

 

.
 Patribus

indecprus visus 

est —

あ
ら
ゆ
る
利
得
欲
は羅
^

の
元 

老
院
議
員
^
對
し
て
は
.不
都
合
な
る
0
觀
が
あ
る
ー
と 

*稱
し
て
ゐ
る
が(X

X
L

 

6
3
0
、

而
も
彼
れ
等
の
富
裕
な 

る
潘
は
多
く
高
利
に
：對
し
て
其
の
資
財
を
貸
.出
し
て
居 

つ
炎)

。
就
中
、有
福
な
貴
族
の
p
c
s
g
. 

S
p
i
n
t
b
e
r

は
* 

の
銀
行
業
者
のBaibus

及

び

§
£•
⑺
合
名
に
對
し
て
彼

k

れ*

か
ニ
年
前
に
之
れ
に
预
け
入
れ
た
ー
ニ
千
萬s

e
s
t
e
r
c
e
s

し
な
が
ら
、
其
の
後
間
も
な
く
、
リ
ォ
ン
の
ニ
銀
行
が
、

(

^
:
め
'銀
貨
な
り
し
も
#

國
時
代
に
氣
0

て

眞

鍮

貨

と.

婉
曲
な
言
葉
を
以
て
す
れ
.ば
.

「
「

其
.の
帳
筂
を
1
鍾
し
っ 

爲
っ
た)

^

支
#

ふ
可
き
ノ 

2

を
皆
知
し
^

け
れ
ば
な
：

.
、

あ

る」

ビ

メ

ふ

報

知

が

到
.着
し
た
。
ビ
ザ
ン
チ
ク
ム 

ら
な
が
っ
た
.。
ニ m

後
に
至
っ
てB

a
l
b
u
s
、

'2-
i
u
s

合

名

に

.於
け
る
他
0-
銀
行
も
亦
れ
同
樣
で
あ
っ
た
。
久
し
く 

は
_
店
じ
ね
，
而
し
七
同
會
社
の
被
產
訴
訟
は
提
起
せ
.

|

其
の
貸
付
金
を
有
利
な
る
利
廻
6

^
委

し

.7
:
取
立
.を

敢

. 

ら
れ
て
舉
行
の
裁
斷
を
待
っ
_
こ
と
、
爲
ク
た
。

(.

 

J

て

し
- «

か
っ
た
_偾
權
者
が
、
今
4
-、
俄
か

^

其

の

.
元

本
 

同
：！！.i

 

F
o
r
u
m
{
p
a
l
a
t
〖 n

e

lii

ビo
a
p
l
t
o
H
r
l
e

ビ
の
ll
i

l|

を
囘
收
し
っ〜

あ
る
伊
太
利
亜
の
地
方
割
市
及
び
農
業 

な
る
公
處)

に
日
々
揭
示
せ
&

る

、
官

報

、
‘
>
0
$
0
1弓

地

域

か

ら

船

烈

な

る

窮

迫

'0
絕
叫
と
、
陸
緻
た
る
破
產 

■

g

紙
..！！

の
報
道
は
：コ
：
ソ

：
ン
ス
；
の

天

報

行

：
卜

2
^*
?
泛
父

め
報
吿
が
傅
っ
た
。
是
に
.至

，っ

て

肩

早

羅

馮

に

於

け

る

;: 

.パ
子
會
败
の
支
拂
能
力
な
会
に
^
れ
る
«
末
を
#
.へ
た
。

：恐
憐
を
制
止
す
可
き
道
な
含
0.
氣
が
办
っ
把
。
，

數
日
後
R
至

っ

て

力

ー

：
セ

ー

ジ

k
於
.け
る
®
固
な
る1

,
銀
行
は
.相
踵
い
■で
閉
店
し
た
。
幸
に
し
て
現
金
を
所 

銀
行
が
支
狒
を
停
止
し
|2
-
ビ
云
ふ
報
が
傅
っ
た
ハ
:'
"
是

れ

.
有
せ
る
激
ば
，
.誰

も

一

割

，
一

一

分

の

法

足

利

率

を

遵

守

し

，
； 

以
來
.、
.Sa

c
r
a

通
忙
營
業
を
續
^

て
ゐ
る
鈒
行
ば
何
れI

な
か

0
た
>(

即
ち
西
紀
前
八
十
.八
年
、
執

政

官

Sulla. 

も
其
の
预
金
者
に
支
.拂
.ふ
.の
前
、
合
宜
な
.る
'時

機

に

於

及

び

泛

爵

の

L
e
x

 

U
n
d
a
H
a

に
撒
っ
て
、
利
.率
は 

■

,:
け
る
通
知
を
.必
要
S
す
る
餘
を
發
表
し
た
。
.ァ
レ
キ
サ
マ
割
ニ
分
と
規
定
せ
ら
れ
た
、
，此
の
利
率
は
又
たI

ヶ
.

ン
ド
リ
ァ
か
ら
穀
物
を
職
载
じ
れ
船
隊
が
無
事
^
到

着.月
一
分
に
相
當
す
る
が
故
^
、
：

 centesima 

u
l
a

 

く
し 

,

.

::
し
た
の
：；.で
、
首
府
の
景
況
は'
.一
時
活
氣
を
呈
し
充
。
然

て

知
.ら
れ
て
ゐ
る
。
此
0
规
定
は
同
五
十
年
に
茺
老
院

第
十
.®卷

(

一
〇
一
,三)

.
雜

錄

西

紺

：三
十
三
年
0
經
濟
恐
慌 

!
H七

* 

.

.

.

.

 

1
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第
S
 
怨
，

(

l
p.
5

v

、

_ 
錄 

第
七
# 

ー
三
八

,令
奴
以
.て
、
普
ぐ
羅
«
の
全
版
圆
に
1:
,
つ

セ

，
、

，
.利

子

の
 

法
觉
限
度
€
爲
つ
た
も
.の
で
あ
る)

。
泰
行
廷
は
偾
務
#
 

:
の
家
厘
、；
奴
隸
、
’在
雕
品
父
.た
：は
家
具
の
競
賣
を
耍
求 

す
る
偾
務
者
を
以
て
雜
_
し
た
。
然
し
な
.が
ら
®
買
能 

力
を
有
す
冬
潘
は
殆
ん
、

V」

な

^:
の

で

あ

る

か

ら

肝

腎

な
 

競
賣
'«
の
者
に
は
極
め
て
少
數
の
人
が
參
集
す
る
R
'過 

ぎ
ば
か
つ
た
。
高
價
な
抓
蔣
や
、
競
走
用
の
塢
群
が
®
' 

•

末
な
偕
格
で
せ
落
さ
れ
た
。
此
の
災
厄
に
囚
：へ
ら
れ 

て
信
用
の
勝
れ
た
、「

外
觀
上
十
分
：の
資
產
を
有
し
て
ゐ 

'た
多
數
の
人
士
が
赤
貧
：の
.窮
狀
‘に
陷
つ
れ
。
災
禍
は
全
：
 

歐
洲
(<
遮
長
し
"
あ
ら
ゆ
る
商
工
業
の
停
止
を
來
さ
ん 

ど
す

る

の

兆

を

示

レ

た

。
：
此

の

時

^
常
つ
て
、：
大
多
數 

の
蛾
產
訴
■
は

奉

行G
r
a
c
&
u
s

 :

の
前
^
致
さ
れ
た
の 

で
あ
る
が
、
彼
れ
は
絕
舉
：的
な
偾
務
者
ヒ
、'-
等
し
く
絕 

盟
的
な
偵
*
茗
の
多
數
の
問
に
介
在
し
オ
裁
斷
の
逾
を 

知
£>
-
す
、
終
に
元
湛
院
は
訴
ふ
る
こ
ビ
>
爲
づ
た
0
で 

あ
る
.。
避
に
於
て
、
、元
老
院
議
員
等
は
十
發
な
る
#
論
.

の
、暇
も
な
く
，
當

時C
a
p
d

に
退
隱
し
て
居
つ
.た
彼
れ 

，
等

の

君

主

た
4
. 

T
i
b
e

acu
s

* ;
走g

を
派

し
て
、

危

險

の
 

狀
態
を
具
さ
に
陳
述
し
た
o
. 

ハ 

-
.
皇

帝

の

闾

答

を

待

ち

つ

>
ぁ

_

る
間
、
#
都
の
經
»

#
 

は
其
の
息
を
凝
ら
し
た
。
元
老
院
が
急
信
を
發
して
か 

:
ら

、：
四
H-
の
後
に
至
つ
て
、
皇
帝
の
皁
飛
脚
は力
A
パ
. 

ニ
ァ
か
ら
：拍
琪
に
馬
を
蹴
り
立
て
>
傭
京
し
た
。
元
老 

院
は
信
ず
可
ら
ざ
る
敏
速
を
以
て

Curia (

元
老
院
議
事 

堂)

，に
S

し
た
。
夥
し
：

S

群
集
は
奴
隸
も
富
豪
も
推
合 

ひ
、
犇
合
ひ
、
外
部
の
公
處
に
充
滿
し
た
。
缠

が

て

皇.
 

帝
の
親
簡
は
先
づ
元
老
院
に■

し

、
次

で

露

天

の

^

。
ヂ
 

r
u
m

 

(

公
處
の
船
嘴
演
壇
、/
西
紀
前
三
西
三
十
八

.，
年

， 

A
n
t
i
u

日

の

.
海

戰

に

於

て
獲
た
る
ラ
テ
ン
0
0
の
靑
銅
の 

船
嘴
を
以
て
飾
.り
れ
る
が
故
に
，其
の
名
が
ぁ
る

)

ょ
り 

し
て
待
ち
構
へ
.た
る
人
民
に
，向
つ
て
朗
讀
せ
ら
れ
た
： 

T
i
b
e
r
i
u
s

は
,Q

平
常
の
平
靜
な
常
識
を
以
て
此
の
問 

題
を
解
決
も
た
。.嫌
忌
す
可
&
命
令
は
®
時
停
止
せ
&

,

れ
、

一;儳

鹆

.
3
6许§
6

5
を
：國
轉
ょ
ヶ
支
出
し
、
信

賴

す
-:

上
の
亭
實
^
^

:
/ 

.
 

.
 

.

.

.

 

い

'

.

.

可
き
銀
行
業
者
の
間
に
分
配
し
て
へ
：之
れ
を
最
も
窮
追 

.、
 

せ
る
偾
務
激
に
貨
出
.さ
：し
.め
> 
三
ヶ
年
間
は
利
子
の
徵

收
を
禁
す
る
\

保

證

は

不

動

產

を

似

て

一

，
一

倍

の

價

値

：

を
提
供
す
可
き
も
の
萆
做
し
れ
。

r 

,
. 

.
法
律
は
寬
大
ど
爲
最
も
急
迫
せ
る
案
件
は
政
府

の
货
附
^
ょ
.つ
て
解
決
せ
ら
れ
た
が
爲
に
、
.
各
個
の
貨 

ノ 

主
は
：漸
く
勇
氣
を
得
て"：

栩
當
な
る
利
率
を
以
て
、
：.3£
.

の
貨
幣
を
提
供
す
る
ょ
ぅ
代
な0
た
。
ア
レ
キ
ナ

ン

ド
 

ジ
ア
、
力
ー
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